建築設計における言語の役割に関する基礎的研究 - 設計者によるスケッチと発話を対象として by 高松, 伸

















































































































































































I I fjlt'~;:.)，えひ~IÜ、j'11 '\?における、以上の諸学説から推察される )Jú り、 コ，;任学の桜底をなす 「意
















.1 剣道的れ思巧の織念的奴プロセスモデルに関しては、 R.O. Wat1sや}I.eiselの、分析、総合、野筒のサイ
クリックは，思巧のl延聞を円筒モデルとしてiI.浸している。さらに B.^rcherは分析、総合、.tii価の相疑念モ
デル?-J，L本にした鮮験的作業に l上って、細かい作業モデルに発展させている。













ド体の思身あるいは思想、が、主体の売するn然，，JfTや心.iAI '"[~にぜ1 接的に表 11"1されると1Jx)i.:
して、設計主体の発する自然言語を、投，，1思J5・をlli.えるための有効なム現媒体として仲抗づ
ける。








材」、どういう条件あるいは状況のもとで"語るか r 4l'IflJ J、どういった人々が芯るか
1 1:体 l の 3 つが挙げられている。瀬"は、この 3 つの垣本によって"党~I 再請がI比定されるも
のとし、設計言語の性質を表す類砲の指標としている。また"党ul爪動において他川された，， 
Jのうち、使用同数が多く、かつ繰り返し月)(，、られ、他の説，， 1 にも J~辿してみられるJ
r J~~u再 j と、使用同数は少ないが、それぞれの，札， 1 に1r\111 に JIJ (，、られる多同額の tìg r特
児認 とを分別し、前者は空間概念のJt;本的な.&. 1tを小すとともにコミュニケーションの本
.1 代」長的な研究として滋口によるものが本げられる{市J、引JIl文献10-12怠例)
・2 &幸枝滋記は「飼誇伊原詩 において単15はその~l'，1的形式によって(ー〉 筏念過rl~合む形式と C:) 駁念過
習を含まない形式に分鎖することができるとも仮している。(・) 1;t1<~見の糸材(対l1!)を -_g_客体化し、.jIl
念化してよ現されるもの(容体的表現)であり、これそ『向 1(-呼んでいるn スj(.-:) Iま観念内容が峨会:イと
されない1'接的な表現〈主体的表現)であり、これ{;-r ~~J e-呼んでし、るp コ:a"r4般的に用いられる品詞で
いえば名潟、動潟、形容詞、形容動詞が「問j に刷、可し、助:;IIJ 、 i院，!tJJ"ioJ、感F覧討などが「辞 l に相当すると~
えてよい文仏文13)瀬口はこの研究の'1で r~ÓJJ によるアブυ チ?行い、その中でも「設計の対象の具体





究というよりも、むしろ，没，， 1 を巡る言語活動に orü'.(を ín~ 、た研究といえるであろう。むしろ、
， Aにおける名Aに坑 LI し、 .&:.~I 行為におけるそれらのパ語の役割jを捉えた点、において、充
オにイ1佳な知見を得ていると丙えよう"















CAI)のための研究文 16)は、 Hd的過程の重要性に"，'1眼しつつ、 CADシステムにおける、言
~による ill築モデルを抗選している。研究の初期段僻として、青木は、三ðif的過紅の基礎と





















































然， aJを、 i-= i夏な分析必l役(-して採用する。自然，t;!?には、定型的、統計的な分析では捉え
られない思考の位相が桝んでおり、これを捉えるためには、定型的、統計的な分析で捉えら
れる，没u~;思4の限界手川定し、 かつ同定することのできる 臼然言語の分析手法の開発こそが、



















発;Rはn-;1iによって言葉を-:&1 \する ~J動、 つまり発訂;~J動をぶすとともに、発J[ifJ !動に
よってもたらされた言葉自体をも芯味する。 本"命では、発，;~t J 動にfl~ う三栄の山現制lí'J手配
える統，，1的な見地と、音声によってム現されたJ葉が、"も，INj、どを);:殺するための蝶体であ
るという比地から設計プロセスの解明をdみるため、発J~t 1動と 1党~;fi 内'ff.とを分別して従え、
本論の発J;5という用語を、発.;lifr動号;:./1'すJIugとして限定する。
on然ご;lt
発話 (汗戸)によって主体の外部にぷ/1¥および伝達される"弘のことをI'fj:f ， 1-，;n(-Pjぴ、






る。自然，い，Eを d葉の最小単仲に分:I~J したものを単語と町び、 eizit分析のI止小の Ilt 1\~. とする
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こで本論前半部分(第3章〉では、時1.~f~の分類条例を、ご;:;?における 1.也、味"命 l の分野に希
求し、その条件の，没定を行った0 ・3
また、本論後下部分(第4口、第5rnでは、 l}iJ、r部分で分知された'11i.lt.l/，の主人介関係手
従える際に、言語分析的アプローチをmいた。n然IJ n古から収fLされた1j1l1ltは、 1・1~~， i 1ftの，'，
で様々な結合関係を尽していることは既に述べたか、その結合関係を定ょするための条件を"党










・3 具体的には、意味ゅにおける「品詞分煩」を過Jijした。品川は手1刻、 i\.~o;áJ、動詞、 l彰~~司、形祭唱h...J、品IJ~司、
助動詞、助詞に分測されている このうち助河については、彼鍛の助詞が、健合的に辿なることによって窓味を
持つ均合のみ本論にて~ffl している。そのlt味付けは文献 22~を参照した。
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スケ yチ状況 i'g殺tこ 2-2 設計プロセスの概要
第 1:案 初期実
第1次収束





















要な関心事項となっていることが分かる。 1 I 





17-] (凶 2 3) 
t:.図2 2 I島根県立産量産交流館(くにぴきメッセ)完成写真
内の記号はスケッチのナンパーを去すの以下も r，;H議〈谷~資N 参照)





















































































































































































37-5() といえる， r II 
まとめと考察2-3 「ところかこの構成の出品も、これまで、終始、l'面的なレベルでのみ変容を紙けてきた構成か、




































? ? ? ? ? ? ?百円 一. -・
四











J O ) における南側の悶際会挑幼IJ<.び常設Jl~;I'.ijIの形態
(参考資料参照)
'3 fj;宣言、引m文献14によれば、凶形を合金によって伝汗する災験により、「i去り Fの↑品械が布、起している幼介、受
け手l;t鴛~;:民のうちに常誌を働かせ阿形を鴻足していく l という見解をィ、し、また f(伝法の)うまい込り '1' 1;1
一定の方法手持っていて、受けTγィ、必愛な後iJJ亭させなかった』という結!.Il?;明心しており、 t，;械受受容す
る仰lに熊愈;議に働く解釈のJt>みについて示唆している。
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3-5-1 設計思考の内容を表象する出現単語 58 


















する ~t IIffのu~ul プロセスにおける役割lを';-l~するこ とによって必l 下の 6属類の分類を定義する
ことができる み3 1) 
-従k1Z必t(虫u[t(八).1 
j:に1."IIJ的(動きをのする単語で-あり、文の主語 (品t，，~の主題) となる 1没計対象に従属する単語
である。特に「泌を品l問、修飾する単語で、かつ令物そのものをぷす巾誌を、設計対象の状態や
5リIJf，などをノj、す1Jl，5と分別し、従属対象諾として定義する。
.1必t({t ll:~ (B) 
文中の 11nにあたる単語であり、名詞あるいは名川的A現によるti口百を主対象語として定義す





..Af J II:~ (D) 
動"IIJあるいは虫IJ"ri]的働きを有する単語であり、ある投"bt-t~に対する動作や試行を示す単語と
して分類する。 iに，没，，1-対象に施された行為及び操作がこれらのtH語によって表明されている。
. ，~rfdh ，jn (E) 
i に1l)J!l!山川]や却~j.iJ的働きを有する単語であり、発話省による例人的な立見や評価を示すものと
して定義するの ，;党，~I喝 行 n身の評価を表明する単諸がこの分類に該叫する。
./~IiIJ ，j5 (F) 
~)JU IlJあるいは動"ìì]的働きを有する単語であり、"交;1・プロセス全体における、アイデアや案の動
".JやIJ~VIl手小す llt 品と して定義する。
以 lの定義によって、総数9979個の単語を6分類に吋てはめることができた。尚この単語教は
ヂ~ II\現 1j1"語教 l 00271ftの99.5%であった。














セスにお 設計対象 設計対象物 訟計行為 評価行為 案の展開へ
ける役割 文中の主題 文中で主題 の状態
のき志決定
(主語)を説 {主語)とな 及ぴ判断
明するもの るもの .ー : 
出現単語 従属対象語 ;主対象語 :状態!e述跨 試行官 評価詑 . 展開語
の分類 (A) (8) (C) (0) (町 (町
3 2 設計思考と案の展開の関連性































t走行1I E干価1吉 展開箆 1 全体
(0) {匂 (F) 
806 494 506 9979 
(808) (4.95) (5.07) (100.00) 
296 257 202 3086 









評価~It (E)、展開語 (F)の併の聞に明確な分化は見られないが、状態記述語 (C)は、極めて多
数の語数がtI¥現していることが分かる。
また単語の、F均出現度数を見ると、従属対象語 (A)、主対象語 (B)ではほぼ同数であり、
状態記述語 (C)、z試行語 (D)、評価語 (E)、展開語 (F)は比較的少なし、。これは、従属対象語
(A)、ヒ対象語 (B)に属する単語は、自然言語の中で繰り返し使われる現象を示し、一方の状態
記述話 (C)、試行語 (0)、評価語 (E)、展開語 (F)に属する単語が、多様性を帯びた出現様態
を立することを示している。特に状態記述語 (C)は、出現度数及び出現語数がともに多く、ま











































































































勿期案 試行家 展開~ 実絶望E
:LLLLL」iLLいいj比地川川雌』肱叫山雌山~I山山lL..1いい川i川川山11.....凶h




初期来を除いて、案の中盤で展開措が多 / 1 \する傾向が見られる。 IIPJl II1~数をよ4る限り、初JVI:本の
後半及び実施来では、単語の発止がほとんど心録されていないcIIIJH.r~: 1¥現度数が少ないこと手





初期案 試行案 展開策 実~案
] hi 1.Il.JuL... ... . .•. .，J uliJ1.， ..JILJJL.L.. ム品剖仙川M







最終的に総出現度数が多くなる、従属対象語 (A)、主対象語 (B)、状態記述語 (C)と、増加傾
向が緩やかで、総1¥現度数が少ない、試行語 (0)、評価語 (E)、展開語 (F)に二分することが
できる。従属対象語 (A)、主対象語 (B)、状態記述語 (C)は、案の転換時に急激な出現度数の
哨加を示している。これは案の過渡期における典型的な兆候であると考えてよし、。試行語 (0)、
評価語 (E)、民閑語(めでは、そのような顕著な過渡現象は見られず、常にほぼ一定の増加盆
を示している。また従属対象語 (A)、主対象語 (B)、状態記述語 (C)は、非常に類似した推移
傾向をぷしており、相T[に強い相関関係若しくは対応関係が存在することが類推される。
単語の出現語数は、:1¥現度数の推移と同様、その傾向は、従属対象諾 (A)、主対象諾 (B)、状





状態記述詑 (C)に属する単語の語数が極端に増加している。一方、試行語 (D)、評価語 (E)、











































本項で用いた白然言語の分鼠方法は、前項で用いた 6 分知を Jょに、 2 段階の分顕)~却を経て f!J
られた分類を保川する。第 1段断で、 6つの分売買に合まれる1'"ftの意味から、設，，1思考の分貯に
即して分類する次に第 2 段僻では、各分野をさらに!日本的な 'tlll~の忍味を小す凶'111 止して分顕
した。本;命では、 tjl.raの各氏料をインデックスo.と呼ぶことにし、各インデックスにI然Bi--，!?か
ら収集された単Jを当てはめることによって、インデックスをI然J誌の'11uftの佐合と凡なした。
(表3 2、表3 3) 
これらのインデックスは、n然31Eとして表象された設計 i休の思J5内科をIl'jJ定的に指示する
と考えられ、またインデックスを分析の対象としてJlJl，、るこ止で、小市のI1的である、 n然zt i:f; 







かつコンパクトに設定した。また試行語 (D)には、 I移動 (Dl)J・2や加 I(D3) なfのイン
デックスが示す、行為や操作だけでなく、 Iイメージ (018)Jや Iぷ現(1)2J)Jなとhl($!的、 ilx
想的な..A:ffを表すtjluf.のグループが含まれる。汗価品 (E)には尖際の川{前l内容を小昔、適合・
容認 (El)Jや、「否定 ・否認 (E2)Iの他、設計ト i二体の心理的な側面を1'はがJにノ'1'-9、|疑問・ r





'1以・ドでは、各インデックスに rJ を付し、その中に各イノ戸 y クスそ'I:'~ 記号(八1) - (F19)やけした。
4] 
f，3忘 主rn分析的アプローチによる設計思考の妃鍵 m3~ ~.~分折的アプローチによる訟計思考の犯侮




!e号 主対象~ (B)の :己~ 4大慾le述経 (C)の !e号インデックス インデックス インデックス，_ 
方位 ・方向 Al 方位 ・方向 Bl 程度 Cl 
建築対象(ハード) 股~苦閥、スケ ル、"'1問、負担I!'.x.リア、 帰属九形態、配置、ヴrリ三一ム、業制、産低・デザイン、エレメント、 帰途 . 一..一一一一一
位置・ 部分 A2 位置E・宮古分 B2 係態 c2 
周辺部克 K3 周辺環i寛 63 関係 c3 




諸室 ・諸軽量能 A4 占星雲 ・必微能 B4 位置 c4 
建築総位 /l$ 建策部位 B5 数電 c5 
スケール A6 スケール B6 時間 c6 
空間 A7 空間 B7 黙f宵・情緒 c7 
方法論的対象 J，ilJ!.形態、型軽・アイデア、'硬論、 /ログラム、 作業・4量的、 ht長 表現形態 N3 表現形貫主 B8 動的状際 c8 
司E例 ・比可量 N3 務例 ・比喰 B9 方向 c9 
建築対象 (ハード) 建築制悦、 λケー ル、申問、 E聖地・エリア、 1成、形態、配置、ヴ才リュー ム、
来初、 ;iUi・デザイン、エレメント、 川浩
・ー...ー 一与.
実 ・アイデア Al0 実・アイデア Bl0 
主体 All 土体 81 
ト対象;再 il築対象〈ソフト〉 lI:空.rr.1!t1f:、 ト体、Jn盗、 敷地・エリア A12 敷地・エリア B12 
(s) 
般ー的対象 1Jlt .方向、位置・郎分、f:J辺廻峰、唱匝例・比喰、現象、 4量態、 敏阜、記号、関係、 イメー ジ・印象
現象 A13 現象 B13 
綴言E A14 犠態 B14 
n然fTEhの lil ~ 1ì
方法論的対象 -&lJ!.形態、 ;t;.j'イデ了、 理論、プログラム、作業・倹討、意関・方法、窓味
用途 A15 用量R B15 
相隆成 A16 4縄成 B16 
質的状態 経度、 信態、動I'HU:、感情・情緒 形態 A17 形理事 B17 
状態£述aE 一ー 一一…“一l
(C) 量的状態 量ta、時間
配置 A18 if!~置 818 
ボリューム A19 ボリューム B19 
相対的状態 関係、位置、 hr~l 要請 A20 薬品色 820 
具体的試行 穆噴出、設置'1Ie鑑、』田L、js加、分周・分別、筏合・給会、収集、生Jt、 栂氏、収容、 m1~
~..(rr~li --・ 「
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加えて、付け加える、付加4る
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進めてきた、 続きである、 続ける、 続1d<，、.dI.J;tして叫fミ、 .. "揮である
臨み取れる、発見する、判断でき7.，、 判明川、明M‘にはる、骨婦にえよる、PltR ~fJ.!. 一
つもりはない、 捨てる、 断念したい、織める、 月軍事と噌る、 京ける
やり直す、見』置す、見に戻す、再Jt'tる、 E止り反しfみる、 似品、 拘地内廿晶、 ~6.~草、 l立ら'Jr..，てみる
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検索する、 ~す、 !lる
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分かる 特に、 建築部位 (A5)J、 エレメント(A25).1、 事例 ・比轍 (A9)J守のインデックス
に合まれる単語が、そのような推移の状態を顕著に示していると言える。また総:1¥現語数の多い、
l仲間 ・部分 (A2)や I保態 (A14)Iのインデックスに合まれる単語は、案の転換期に関わらず
.TMJII傾向を示しており、特に試行案、展開案において梢加が去しいことが分かる。展開案、実弛
f本なeの後期に発I1ーした、 心号 (A27)・や [:方法 (A30) のインデックスに合まれる単語の1¥
現J敬は非常に少なく、 i主に山現度数において高い値をJ己録している。特に、 r.ie号 (A27)Jの
インデックスに合まれる1j1laについては、 l.iJじ単語が繰り返し出現していることが分かる。
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A岬 F伺3 1 1 従属対象窃の
の出現語教とその鯵移
m3. b語分析的アプローチによる設計思考の抱纏 m3憲 章箆分析的アプローチによる設計思考の杷鑑
0.1:対象持 (B)
F対象~:t (B)として分頬されるヰlultのtB現度数の傾向は、 形態 (BI7)、 諸窒・諸機能
(B4)、 "i'1l0 (B7)、 様態 (BI4) のインデックスに含まれる単語の総出現段数が多く、上位
を，'1めている。しかしながら、従凶対象u:~ (A)に比べて、各々の総出現度数の格Aは小さいと
1'1える 従属対象話(八)と同様に、京の途 kで発生した、心号 (B27)Jのインデックスに合ま
れる'ilQ:~の:l\現度数は、従民対象語 (A) における出現度数よりも少ない。このように、従属対
匁II:~ (A)では出現度数が多いものの、 L対象語 (B)では少ないインデックスとして「位置・部
分 (132)Jや「周辺環境 (B3)Jなどを挙げられる。逆に、主対象訪 (B)のHが、従同対象語 (A)




(似13 1 2) 
/I\~見"台数の舵移における、非常に特徴的な傾向は、出現品数の高い 「諸宅 ・ 諸機能 (B4) と
保利・棋態 (B14)Jとの相互関係である。初期案では、出fl'iが後者ーよりも多くの認数を記録し、
I1Jtf J 京以降では、 i詑恥する。これは投~tI )官、JZの対象が、初期;主における諸宅や;お機能に関するも
のから、試行案以後で体相や様態に閲するものへと移行していることを示すものと身えられる。
仲間 ・部分 (B2)Jと 形態 (B17)Iについても同犠のことが言えるであろう。また、「諸宰-
J機能 (s4)Jと1形態 (BI7)Jのインデックスに含まれる単語の増加傾向の推移は、出現語教





















































園田ー ー 817.形g. '"牧
岨田圃輔 818:配置
園田園田- 819:ヴォリ aーム
ーー ー 820， .
一回目 821:プログラム













? ， ? ?
?
?
?? ? ? ? ?
















のイ ンデックスに含まれる単語が、ほぽ一定の増加51を不しながら地加を続けているのに、 、??， ， ? ?
C8 比べ、 I 動(I~状態 (C8)J のインデックスに合まれる，jt，;/fの IU現住数が急激に附加している。 それ
以外のインデックスに合まれる単語は、ほぽ一定で、かつ比較的小さい地加本を示している。 600 
1 1) ( Iχ13 
C' 
II\IQ"f~故に[則しては、 「様態 (C2) J及び「動的状態 (C8)Jのインデックスに合まれる単語が
400 
















































1 5) ( Iχ13 
第3J匝 も占星分続的アプローチによる設計思考のlE鍵 rn3. ao."分続的アプローチによる投計思考の杷健
仁uAf[，j台(D)
，.sCh u[~ (1))では 設置・配置 (02) の総:B現度数が訟も多く、実施案で増加率が減少してい
るものの、初期案から展開案まで、終始ほぼ・定の地加率を維持しつつ、 推移している。このよ
うに、ほぽ a定の増加本を保ちながら推移しているものとして、他に、 試行 (016)Jが挙げら
れる また 先生・生産 (08) のインデックスに合まれる'l，;nが、初期案及び試行案において
急激な.!i(/))I本をボす-)]、 表現 (D21)Jのインデックスに合まれる単認は、試行案及び展開案
において辺、激な助加を示している。 I構想、 (022)1のインデックスに合まれる単語は、実施案の
kÊ 'I' で党11 しており 、 J~所的に急、激な増加を見せている。
( 1χ13 1 fi) 
:1¥IQ"f:数に閲しては、全体的に総:1-¥現語数1'1体が少なく、 f設in.配置 くD2)Jの40語が最大
である。 I，&i~Î .配置 (D2)J、「加工 (03)J、「試行 (D16)J、「収容・包含 (Dll)Jなどのイン
デックλに合まれる恥誌は、初期案から試行来にかけて泊、激なT;(/)JI傾向にあるものの、実施案で





























































第31重 言箆分析的アプローチによる設計思考の絶望星 第3章 三経分析的アプローチによる設計思考の偲鋒
つ評価語 (E)




I否定・再認 (E2)J、「疑問 ・自問 (E6)Jのインデックスに含まれる単語は展開案で局所的な急




(図3 1 8) 
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EU 八図4-1 9 評価語の出現
語数とその縫移














のインデックスに含まれる単語の出思考 (F19)試行 ・実行 (F9)"や出開花 (F)では、
は、伝終スケッチに至るまでほぼ一定の増加率特に、 F 試行・実行 (F9)現度数か極端に多い
80 
をィ、す、，汗{面，，#(E)と同様、案の転換期における過渡現象は見られず、全般的にほぼ一定の増






2 0 ) ( Iχ13 
40 
また/1:現"!?数については、試行詰 (D)と同様に全体的に11:現語教が少なく 、「持続 (FIO)Jが
決定・確定 (F15)I、「持続 (FIO)J、「発生 (F18)J、「思考収*(F17)J、以内の241rてーある。
20 (FI9) Jなrのインデッ クスに含まれる単語は、試行楽をrjl心に、その前後で増加傾向を示して
4悶3 20 展開語の出現
回数とその推移





























F 19 :思 ~

























る 'J1l1 f~であると考えられる。 さらに、 t対象語 (B) と従凶対象語 (A) の各インデッ クスにお円
してみると、 [建築部位(A5，B5)J、f柵成 (A16，B16)J、f配置 (A18，B18)J、「形態 (A17，B17)J
匂のインデックスが不すように、その多くはスケッチに表現された設計対象を不していることが
分かり、従って、 iそ文、J(${ .r~ (B)や従属対象i諸 (A)のインデックスに合まれる恥語が示す設計思
どと、スケッチでぷ現された設計対象との聞に強い対応関係が存在すると考えることができる。
進に、状態記述語 (C)、試行語 (0)、評価語 (E)、展開花 (F)は、スケッチによって直接的に
ぷ:L:占れにくい、前イi的な設計思考をよ象する単語とJすえることができる。状態記述語 (C)は、
『 桜1~ (α)J、{程庇 (CL)、「関係(C3).1等のインデックスが示すように、設J対象の状態を表












n 然言語から収~よされた出現可1 11ftを、前項て .fJ' したような分類に吋てはめるこ とによ 勺て、京
の展開に伴う、 mm即認の地加傾向を捉えることができ、同時に投，，1思)$の変容をJ5務すること
ができた。 また、 l中ドれ.咽"d否の出現j皮支数及びJ出1\現語数の|閃則辿.~判Y円1 ;をを促えることで、件インデツク ノλえに合ま
れる単語の機1能定や1役生e申割却剖lを捉えるための 膚つの指3針u止，なり1得早る。従 つて、 I爪iド札111ft
nJ5数の関連性号をH捉足えるために、各インデツクスに合まれる'i1ド旬品奇の央児.J"d!百H他史ωj用TH事+ド{.1を同B時手に検討したε
(表3 6、ム3 7) 
口然言語を摘成する単語は、そのほ止んどが初J~J案で先生するc ん..J\fI~長から尖胞実にう、る
設計プロセスの途上で・発生する 'ìl"fiが存在するその 'ìl ，， ~tを含むインデッ クスは、心り (八27) 、






単語のH:現!立数の地加傾向については、それが急激に1\~')Jn している池利ほど、 J覚，， 1 也、Jjが7.r.先
に展開しているi曲目であると判断することができる必に、出現度数のj的J)Iを小さない過打、 つ
まり出現度数がー定値を不すような過程は、案n体か以来段階を迎えている と理解できる
また、異Ifu!月p終が高い植をぷし、かつ総:1:lJLJ立敬か比較的 f~;Jt 、イン戸ックスである ・lゆj・
比喰 (A9，s9)J、fm途 (A15)I、|捗動 (Dl)J、1)JI I ( (3) 1、i統合 .*.'，介 (06)1、1M似休験
( 019)J、 1 適合・容~ (El) J、「断定(E3)、「持私 (円。) 守のインデックスに合まれる'11，[:は、
多障のものが時間に使用されていることを示しており、それらのインヂ y クスか、設~:l'内科千n
然言語で表現する際、高いnrlfJ[手有する取誌のktZtlであることが抑擦できるr
01 同じインデックスに含まれるmlhのうち、 兵なるMagのことを iJUaJと呼び、I;Jイノデ yクス内における総
出E足度数に対する総出現諸費支の割合 (%)をJt.話佼:fIJヰiと定筏するp 従ってJWH:J:J1J中が高いほf同イ ンデッ
クス内に現れる!j1.c¥昔の種類が多く、それが{品、ほどj;iJじm:r;が緋り返し使われていることを去すの
59 
晶 E差分析的アプローチによる設計忠、7，の妃鍾~3 邑a草分析的アプローチによる設計~~の把握量M3 
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展開詰 (F)? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
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l対象品 (B)における、 位tr.'.部分 (B2)、f，;信宰 ・諸機能 (B4)、，~r:U (B7)J、 形態-
Jf~状 (BI7) Iのインデックスに含まれる単必のu¥現度数が急増しており、これらの単語が明示し
ている投日 i 対象か、 J~Ç:1 tプロセスの導入部における設計思考の主題となっている。また試行語
(0)の投in.配in(02) 1、|加工 (03)J、，'1:.舟 (08) のインデックスに合まれる単語の出現
度数が急哨しており、この現象によって、初期j来の段附が主に新規の設計対象の開発段階である
とN える。また初JVJ来が、新風の設計対象を開発している段階であることは、評価語 (E)の「可





初期案での i 対象，d~ (B)に現れた、 rø1í~ . un機能 (B4)J、 形態 (BI7) のインデックスに
合まれる単誌に加え、 t!!築部位 (s5)J、 敷地・エリア (BI2)，、 エレメント (B25)Jのイン





L、る 一方、展開山 (F)の 1持続 (FI0)、 .1;視 (F13)、及び
F






従属対象.f (A ) 及び主対象語 (B) では、多神にわたる ~ì l. "f~の /11現1St紋が急、激に地加してい
る。ところが、 トjゆl・比喰 (A9.B9)J、"民心 (A20)J、I敷地・エリア (AI2)Jのインデックス
に含まれる qluf~は、緩やかな噌))11本を小しており、この現象は、それらの lìI ..hが初期案及び1，tl: 1J 
案を経て継Jf<して用いられ、設計対t裂が踊'ii:&びIA1定化しつつあるこ止を小している。状態"己i&
語 (C)における、 方向 (C9町) のインデツクスに合まれるt中ド礼. 品i
すことも同傑のことが弓える。試行J請吾 (D)で{はまL、E生産 (08め) を，イ小jわ、す I爪11札人'"J'Jfh;のI噌曽加は初R即期J丹j完案~h及tひ
試行案に比べて急急、激でなくなり、，r設i1l.配j'前v可i(02幻)Iや f表現 (021り) のインデツクスに合まれ
る単花語‘の;山1\現のm加がJ詩干しい。 これは新胤の，;党，.]対象の開発から、品川女、.j<{~l'J休を円相する l企附
へ設計思4・の 4心が移行したということをノ~，していると名えられる。 民間1ft(F)では、 rik:.i . 
確定 (F15)I、 前提 (F8)J、「進展・開発 (F7) のインデックスに合まれるIjl.Hの 11\現が:';'~JI;{/ し、
この段階が、 p~pl 対象の確定と、その町定を ÙíJ !:Lとした、設計プロセλのM.Jj~や新たな.i:週の開
発を意ぷ決定するような設計思考を展開している段階であることを不している。
0実施案
ほとんどのインデックスに合まれる Ill l1 f~の IU.lJ.!.傾向が、定常的に、かつ少ないJ曽加本でJ\(/)111手
示すか、または全く地加していない現象を小している。この兆依は、 1・1然""i;の'11である特定の
単語のみが出現するようになり、同時に投，1プロセスが、最終的な収*則を迎えつつあるこ去手
示しているものと考えられる。 そのことは、 J~閲u# (F)における、 決定・肱定 (FI5) のイン








4-1 分析の方法 65 
4 -1 -1 スケッチの選定 65 
4-1-2 単語の結合構造の設定 67 
4-2 案の展開における単語の結合関係と設計思考 71 
4-2-1 初期案に現れたインデックスの結合パターン 71 
4ー 2-2 試行案に現れたインデックスの結合パターン 88 
4-2-3 展開案に現れたインデックスの結合パターン 97 
4-2-4 実施案に現れたインデックスの結合パターン 121 














m4i;'1 具体的な誕の展開における単;gの絡会関係と段針思考 第4道 具体的な棄の展開における単箆の絡会関係と段針思考



























































































13 一五一 (25.∞~) 
この/アイデアは/35、36の/スタディによって/町dされたことであるが、
BIO AIQ A29 F14 
/ダイアグラムと/大きな/エレメントの/緩やかな/関係による/何か/
A16 c2 A2S C2 s28 
_ 9ー (23.68%)
38 ゆったりとした、/たおやかな/招らぎのようなもの手/感じさせる/緩い
α αBI3 c7 α 
/組成とは/無関係な/構成の/処)jである/ことが分かる。





従属対象誇 A 主対象語 ，B 状態語 ，C 試行語 'D 評価語 ，E 展開語 :F 
〈この〉 0 10 アイデア : 10
35、36の
スタディによって 8 E世銀された 14 
ダイアグラムと:16 
エレメントの:25 大きな 。2関係 28 緩やかな 2 
ゆったりとした :8 
たおやかな :2 
I:ilらぎ '13 感じさせる 7 
. 緩い :2 
組成とは : 16 無関係な :3 
処方 : 31 分かる Z 
0白然Rrt苦の文芯;に戻って各単語相互の結合関係を検討し、その結合性が認められるものを直線
で結び、結合関係を表記する。 2


















・2 各分頬を識別するアルファベット (^~F) と、その繍に示された数字との組み合わせがインデックスの記ry-と対




























&1 設計対象物を示す rOjは対象物 (0吋ects)の頭文字をとって表現した。これは従属対象語 (A)、主対象誇 (B)、




マ表4司 1 出現1搭の結合パターン(凡例).1 
分類
結合パターン 従属対象跨
主対象語 試行箆 評価語 ' 展開語
状態語
@ 。. . . 
卜一一ーーー
@ 。‘ D . 2 5 
2 t ， 
@ 。 E i 
一 。 。 D E . 
: 
@ 。， . F 
t一一目 . 
@ 。 D F 
， ~ ト一一一
@ 。 . E F 
. 




























SccnelA B C 
2 
戸/
' . . 
5 .;2 i・.: 2 • 
4 11 
S4:三?









































. ' 23 
。iJ半のScene1からScene3では、 伊??手間の質1という新たな概念に革づく、?悶の概念を町定
するの試みが設計思考の主題となっている。また後下部分のScene4からSccnc7では、没計思JE
の主要な対象が『オブジェ』に集中している これは単Jの結合同において Eオブジ工 を巡る









































































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
- ・・ . ・
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• .ベレ; ; ;|@|芳野22と面積による
s対行lm:LL!J可010仰態の時
ハド/: ;: ?; ;|@|O全体の表情の断定的削
除;J1810全体織成の予調IJ



































































































































する設計思JZは、最終的に 『タワ 』ー とし、ぅ Ilt認の発'1.を契機に車J，実する。その1後に『タワーj
として具体化された 『 ヴォイド'セ問』 と、他の機能別との関係tl に閲する，;Q:..I}思考が、 ~i+摘成
の収束に閲するF抑jやプロポーンョンに関するJZ察へと辿続する。







SαnelA B C D E 
7ごコ;:::0-81
!ぷ~ 3
3|?一三 6 ! 
s:..._.ペミLH































































前下 (Sccnc1--Sccnc4)では、各部の形態や機能を、様々な状態心JAiI苦 (C)を川いつつ、 執
後半 (Sccnc5-Scenc7)は、状態記述.:h(C)に出するイ助に具象化する試みが行われている



























































































































































































白・.一白・.・: • I . 
2 . 一ι一一ー 2
















































































円三一13 9 1Jミ 3!




吋十一13.___  ー 1



















































































D C B の簡略化が進行するの各エレメントについては、形態と機能の双方の定枕が行われていることが
1 分かる。全体的に .;J\~J u[~ (D)、評価詑 (E)、展開"tf(F)を含む結合パターンがほとんど見られ ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
??







の庇阿はほとんどの均介、常に状態記述J~ (C) を物I1にしていると~.えられる。具体的には 『領
域的宅I10J という Ij lli:~の先生に見られるように、様々な比鳴を用いた概念の 11庁示的主現が設計思
。
iかでー 8!i! ! 
メi入lijjj 
d~ ~2 i j i 4Fl!;!; 
















? ??? ??? ?ゃ
?
















































































. Il 18 
初則の段階では、 f流体的可牢"1問!出31ム、r流体的エリアjに|閲均するu必党日.I-}，忠l
後、:諸lí~宝宣、諸機能に関する考考'務へと弔心心、が移{J するものの、結介/パぞ夕 ンとその儒れカか、ら頬t抑f-4 















自 10.二二三:-;，21 8 10ri保の立前によるョ叫
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一 一 -4ー.'F ・-F ・.. -ー -::-
.r三ーヶー一ー -ー 一一 ・ー「 τ=、.・--=--・ー-=守・
一二iqJ-主CJ，










































t:，.図4-1 4 [11 5]のスケッチと出現恩居の結合パターン
98 
MHl 具体的な案の展開における単E誌の結合関係とr;t:計思々









































































E n .C 発器内容自然言語に現れた
設計内容の要約














































































































































































(凶1 1 8) 
r- 4 ーゐー「 1 1 
:1 ・ ~I i怖でて Fで;
~プコロ守苦" I'支百数会誌 I I 
』ノ~ ~ )争 )11 .--
自板言i示三事玩疋
設計内容の要約scene iA1 fB! C D: ~E !F fat1cm 
l| jiR L :: l 
』4じ81@ 
i、-i.3: 
トイV1i; | @ 
1h五7 1 ~宇一 8L\ l
71 1 H2~ i! ~ I @ 


































































































































































































おωnCIA B C D !E FIPaltcm 自投然計E言内語容にの現勢れ約た
5 
142 
と与主〉14 1I~8_一:6__8 @ 0新たな空間を市H是とした柵造
2」 z j の}i;:{立
一
f一-6 







































いることが不されている。同時に展開語 (F)n体も、時系州的に保倒 (F6)、 手悦 (FI3)I、






具体的な案の展開における単Z誌の絡会関係とTi:it思考;n 4f.l 具体的な案の展開における単語の結合関係とZ設計思考;r!4.i2 














































































































































































• II -47 
前案 LII 45]のアイデアを実現化するために、具体的な構造システムの定村、『コア』や .I. 
レメント j の配置、面積の算出守の投作によって、さらに詳細な条件投定に附する~察が行なわ
れている。 前半の設01 思考のよ~は rAーキ問 である。rA -?i'IU に関するん法論的な設計思
JZや、その性質に関する設計忠与を展開しつつ、あらためて rA 2}!1巾』カ{Iタイト1になるこ

























提~2j i 11 
810t，l;造的な限定によるA一宅問
の機態の制約



































































• nr -67 64 .1 
ここでは、設計思考の対象がrA空間j、fA一空間j、fエレメン トj、及びfファサード』令体、621の立凶i凶に基づく平面計画のスタディである。各空間を摘成する機能に関スケッチ[m







































町 1・ 加えて事務総門およびコアであ. @ OA一空間における諸綴能の配 る。
践と付加
卜一一
4 4 la . . 国際会議場である柑円形の$分にz ~ ー i @ 0国際会議場の形状 おける円形書官分lま球体空間を支持
ー'-.，; ~ している。'7と::.8' . 主主体 lま薄い去最で音色られた事滋~と
‘さJ
:ー， からみつつ、特殊なVlPルーム等2 . の空間として使用する。












~ccnc l八 s C 0 E FlraIIcrn 富山涜jt 発信内容 SωnclA: B 'C :0 ι :FlpaIIcm 5泌目指定必』 制隅
- 1/ -----1010前裂の、V血γJ，li:づし た寸前lの レストランの形状を決めることに 1 15・: ファサード令#.の./it宵における
¥¥!I 8 試行 をベースとして展関したの、 64、 ば一一 ! ! !! ! I I I .Tレメントの関連による総h~の緩l(R H 、 、 よって突然誕生した62のスケッチ 14 • 2 楠のyンダム位、自由さ、百いの
のディテールを念頭におきながら 材 14白、1 3 2 人さな警本になるだろうというこ!?/ H--一:::=-V I I I 65、66のヂl聞にぷづいて、踊 l jヘ やかぶといゥたものを輸耳てさせるスタディを展開する。 」:金 とがわかる。16，__ I"-) ~ 1 1 1 f) 1 9寝袋鮮がファサ ドに対して
H ・ ν/7' ~~ 019前突の凶にぷづいたスケツ 8~21 19，綜させる刈の)"'jll~ チの展開 1 
唱喝回・ K_圃令・Fー 1 2 f 10 加えてシップ・シェイノの断胎そ
2 I !¥__ '1 I I 1階 2制Aー の空間として~ 1 1 1 1 "~8 .!!! 1 -.1 I!わ筒籾を検倒しにした形状の問0 1 0A一空間の情~. 忽守れているo I I I 1 云 ~ ! i ~ 1 0 10倒際会ぷ舗の形状と今州島 僚会渇織が全体の組成に突き制
人内織のプランニングは多少破 1 8 ij ; に桝・る線相 る。
itしているが、とりもなおさずこ。!1 のんの空間を透明な流体的領峻 z 
もしくはたまたま灰画された領峻 3 4 i 1 6舗の小展示渇の.fofolのA 判。
D 10Aーをnu内総のプランーング として、マテリアルの萄からと同 !玄ご Iloピ一、ラウンゾ等々後々な名
への不安 時にデザイン的な側面からも意:1 1 1 I:Y-- ; 1 ~ 付けんがnJ能であるが、今の止こ
がJに表現したい。 i ろふさわしい名前金見いだしては
ガラスで関われた透明な空間とい ー 7 い'.い。
付メークで制。その上向 術 2 ~ ¥f) 10^ 空間山仰の利
~訴をおめ込んだAの空間が位置 白 8.LJ ¥ 5 能性
。 1 0A-~聞のみ材、デザイン的 |している. 1 1 I ，I.，~: : 
21_ !5 1 - Iな側面による刈と意向 I I I I 4 で ~. ; ! ， I八の等間内のパル3ニ仏 4
n1創的行為、イ三"1制的ul!fl、:x発
的m主主に応えるためのリーアなや
@ 10A一空間のイメ ージ 5宍勢~ ! ~ 1 ・. • 間から、限定的な概~窄間であるI '-'~空間のイメーン の断定 8i j ij : ところの小展ボ繍へと人々を泌う
i望動をl情不する被型の形と寸る。
3 12 _.，.J:g ! ; 10 10レストランの附 逆三角形の制的くなった柔ら
2 かい矢じりのような形をしたレス /込F ふ : 18 1 0八-~HlJl:}';l.t るJtI.iflド氏、じトランがその慢能書干のボリューム 14."C 2 ¥ I ~ I V '¥， 'T.IUJh..Qt) '.，)}tJ~h .







7 .2 ... i I ~ I ~.~u._nn_.~_. _ .... _ n， . ~ I VIPルF ムとしての琢体の空間も
2
;/ D 10球体空間の側1:-削る思考 内総から膨らませた、一環の泡の
1 の容認 ようなものとして考えている。
同町にこれを外線から付加した要
¥ : 来の ・っとして考えてもよい。
込16ぷ ! 1 D 10加州側位
6図4-2 8 [11 -67)のスケッチと出現ltf語の結合パターン
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第41宣 具体的な奈の展開における単窓の絡会関係と~計思考
• II 70 
ここではrA7史問Jとしての !大民示場jが設計思考の対象である。本スケッチで、のプロセス
全般にわたり、単純な rL字型構成』が前提となっている。同時にrL字型構成jの単純さによっ
て 大展ぷ場1のディテールの不適合性を判断している。前案 [Il 27]及び [II-62]に若
卜現れてはいたものの、あらためて言及されることのなかったわりレコニーjが、ここで付加的
なエレメン卜として定位されている。






S A B C r、E! 'F 自然言話に現れた 盟都内笠出∞nCIA 0 L U， - 1)ate 設計内容の要約 四柑廿
;ト て明快に表現したい。22 :込 A、A一、八のt，:字裂の摘成を極め
1 21 ji @ 10A， A-， AØL:7~糊の









































設計内容の要約 発話内容bne卜 B C D， E iFlP3l1Cm 






















































ム図4-3 0 [IV -62 ]のスケッチと出現単語の総合パターン
122 
第 4議 呉体的な案の皮肉における単~の絡会関係と級計思考











IA 1 10; ・ . ._. 臼然 百舌I:，mれた
Sceneni ;B jcj p jE: iFlpattern 設3ih容70愛約 発務内容
1 i i::1: JZ i @ 。賀高e、る唱'の検H 少々邦なった;$;を検討する。:1~ ・ i....i._j 9 "撃と'd. 評ミ 0・2






司J~:て 1 ; 18 101¥ー とA2の合成 (A-)
で三:人:;; @ oh てのエレメント山間
i 11 1 i へ収容
3 27: :白 B九 %7ν/!0: ・ E その総合化されたA の空間をl
企三:.8; 階川崎…スで恥た2' ・ :: I I I .ìA:明な守干側、ニAー トラ Jレな~r.1l
8: 1 i i 1 として)1に1偏する側に設定する。
:7 さう 2・-・1 1_:"'. : 






• [V 1313 
本スケッ チは、 J~本的に前案のスケ ッ チ L IV -B8]を発展させたものである。設計思考の主
組は A 2V問Jの IポジショニングJであり、設計対象を巡る様々な設計思考の展開がその結
合パターンから解説し得る。




Sccnc IA B C D E: :F Palcm 
自然百訴に現れた 発話内容設計内容の要約
16 。OA一空間のポジショニングに関 統ポ合ツしたA の空間をどの位置に
2"，ι一一 7"-ーー ‘1_ 2 9 
ショニングさせるかという検
. する検討 討を行う。
ヲー Iけ E ~ ・. :4 2 1 8 8においてA~聞が川側の会フ 727__7 。0前案のフ ァ サードにおけるA~ サードを占めていた。~~ 5~ 4 i 間の線慾 しかしながらここではA一空間が一挙に)11側ファサードの半分を占. 
-ι める。




1 16: 1() L字型のダイアグラム的なポリュ













• IV -B18 
設計思考の主題は、前案のスケッチ [rv B131における主題であった rA一空間のポソショ





述語 (C)相互の結合が、特に 「様態 (C2)Jを媒介として幅犠しており、そのような位制!な主人合
パターンの群落 (コロニー)から、ほぽ←定の間隔をおいて試行詰 (D)及び展開"百 (F)へと鮎









ゐ図4-3 3 [IV -818)における空間情成のダイアグラム
125 
;n4i，; 具体的な当証の展開における単語の結合関係と設計I思考 ;n4Q 具体的な奈のJ.iunにおけるijlo，，!，lの絡会関係と訟Z十思考
IV -818 
ij架 IV 818 の多面的な設計思考の}廷闘を引き織ぐかたちて、ここでも A-主nUJ、す
なわち記号表現による空間が設計思考の i泊となっているo4，Y:に~UUの介 {I tl<!~に閲する問題に
思号が集中しており、結合パターンにおける :，'e. ~; (A27、B27)Jと 動的状態 (Cお の払ifT
の!U'o支及ひその様相を観察する限り、その忠、号が、 '1:として千1日のj注目jに閲するものであること
が分かるコなおかっそのような動的な概念の思JSU!必手、 このλケッ1からぬみ取ることはほと
んFィ、 IIJtì~であることをここで付け加えておく 。 (I:;{I 1¥ ~ :， 5 ) 
e lV 
s C D E FIPattcm 発話内容
') 



































B C D E FIPallcrn Sccnc 手U~内容
.>c .t -:t J IJAー の空間の{f(I.U
~、 'It~1革"、介(t 十，l ，~!勺。i り
t語々 なのり }j/スペクトモい〈つ
かの"{ITuゃy'JソメにJ勺で不

































??? ? ?????????? ?????
010lIij然での八の俗鮮の磁臼 Hfのスケッチ I~以前ヂでにチェ
ックしl'ιうド Aーの上に .'f~ "? 

















八図4 35 [IV 1 Jのスケッチと出現単題の絡会バターノ
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of¥lll・ λチムの外~ßに !1) iI寸る
ゾン.lf.-'Jす。
み~j，.の，'，火 :\61' 路沖 した j'(のt，ß
分、いわゆるA2の"s分にはル1







21 :: : 
0A2-~.n3に配併されるお控室能@ 
1" rのLレベーシaンのスケッ F
It A2ーの吹問~. "'j'!¥W I晶!!!し
，-t暗合でめる
J:.lijの蹟制から与えると、命Jfu的
I-~ ♂舟《イ、:14 るよう r 汽えんれ
るため、f.l，，'<~ 1 プ4る，"'， 10'，












































第4重量 具体的な案の展開における単震の絡会関係とE主計思考 第4叢 具体的な~の展開における単話の絡会関係と ~ðl 思考
.'V 9 
• rv -21 




する，没JI 忠~の集中が見られる。従って結合パターンにおける「機能 (A4、 B4)J と「確定 (FlS)J
のインデックスの結合が顕著であることは当然のこととして、その結合が、評価語を経由せずに
形成されていることは若日すべき点であると言えよう。これは機能の定位に関する評価が、既に
1;.iどしたものであることをノ山凌していると身えられる。 (図4-3 7) 
前案 [TV 9 ) における立面的なJZ察を経て、ここでは子面的な)5擦が設I~ I 思)5の i 題となるc
既に幾度となく吉及されてきた空間構成の『単純性Jに関する設計思考が、この段階で収;↓とする
これに伴い、記号によって表記された諸宅|出が再編される。このような記号ぷ引による ~II\Jの I I}
編によって、全体構成の 『単純性jがより明解となる。結合パターンにおいては、コロニー一 (0)








‘ ← I- A2 

























“てて一山 • • 
Zて一ー一~立 s i i 
4 .=:.:::....1オ@
A1 。10八2空間の立体的分節による













~じむnι八 13 C D E FIPatcm 
10 8 












. 白 『・ ・・.・ー『・・
4 P ;ト10 。





























常総Jlt)，，~品と 1可僚会設も品 iま t脅円形
である。




主として立而における A2一空間』が設~:I-}官、どの I ".:mである。 f.iJH ，Jγ、八2 担|出』 の.~.[I í: (Jf~ 
tL~) と鍍能の結合が考察の対象となる ・茶本』と命おされた川鮒状の工レメントがJj突に11mす
る A2 空間j に関する構想、及ひその手法を~il'14 ることによって、 八Z一空間』を『な体







SCCJ1C A B C D E FIPalcm 
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阿際~.l幼f.iJ び常設Jlt'J、初 l.t I 
















t:，.臼4-40 [IV 261のスケッチと出現単語の絡会パタ ンー
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( I )コnニー 。)の結合パターン<0>に主役された問題解決行為
コ口ニ・・ (0)の結合パターンとは、結合関係かす.対象Irt(A)、従属対象語 (B)、状
似記jtJ.q~:i (C) +111，の粘・合に終始するようなパターンであり、例えば、初期案 1 59 










( 2)ご1口ニー (0)と1IJ¥:1f，i?f(D ) の結合パターン、6 >に~慢された問題解決行為
コIJ三一 (0)C-uJlfJ，占 (D)の結合パターンとは、払合関係が LH象語 (A)、従属
対 {{! flf~ ( 1\ 、 4人1L4 心.iili ì，~ (C)で形成されるコロニー (0)と"式行urf(D)が結合する





『エレメント』といった設計対象〉に 『突出させる、 I-:i'む1、 椛成するj写の単語に
ボされる具体的な設計行為をぬしている。つまりこれは、品川対象と段JHl.tちに関わ
る設計思考の結合関係を不し、何らかのHiM~)な j栄作や() t~によ って問題解決をドl る
過杭であることが考察できるべ
( 3 )コロニー (0)と評価語 (E)の結合パターン<@) に京忽された問題解決ijÏ，.~ 
コロニー (0)と評価語 (E)の結合パターンとは、 払介|削係が ix-.f(Rnlt (A)、ilI).s.
対象，jIf(町、状態記述語 (C) で形成されるコロニ目 (0 ) と府側~n (E)が結合する
パターンであり、例えば、初期j案 [1 ー 111 ， 117 1 の Sccnc4、 )J~lm案 [1 ωlのおcClIc1、
以び民1m案 [I1-67]のSccnc4等に比られる。これらの崎1(1で・は、 J口ニー (0)で








( Ij)コロニー (0)と展開語 (F)の鮎介パターンピ@ 、によ京された問題解決1)為
コロニー (0)と展開語 (F)の結介パタ'ンとは、結作関係が 1来f({t"n(A)、従凶
対象If(s)、状態記述語 (C)で形成されるコ ηニー (0)と民IHJ，[f(F)が結合する
パターンであり、例えば、試行来 いJ 4 の Sccnc2、 )J~ r;n来 [ 111 271 の Sccnc5 守
にムL られる 。 これらの場面では、 コロニー (0) でのインデックスのね合段階でH(1~化











例えば、スケッチ [1 4 Jに関する発品で現れたいi] .の ';~lJ f 対象をよ~した板状の広いフ
ロプ』、『プレート』、『プラットフォーム』という・辿のJ染の変容が見られる。このスケッチに
I~H る先日の初別段階で『板状の 1、 広L、j等の桜々なIjl';aがフロア1という設計対象を具象
化している その後、投~-;t'忠、考か成熟する過程、つまり、形態や機能等の只体的な思考内容が付









































にJlJ l 、られ、その複数の概念の関係性がtfi.要となる去~務できるr さらに liíJにXßべfこ、実の進出
にfl~ う n熱 83Jの比竜の増大を加味すれば、思Jj慨念の心り化は、説，，1 対恨のH~化及ひ簡略化
を促.i1tさせ、貝魚化あるいは簡略化された、被故の"党::1'必JI訟の聞係tl をみ珂的に li~l;a、~~~作~t 
る機能を{jするとJZ第できる。
137 
貨~4~ 具体的な実の展開におけるr.r這の総会関係と段計思考 l 鋲5・インデックスの絡会関係の全体像とその変容
138 
第5章 インデックスの結合関係の全体像とその変容
5 -1 分析の目的 139 
5-2 分析の方法と手順 140 
5-2-1 分析の方法 140 
5-2-2 分析の手順 140 
5-3 インデックスの結合関係の全体像とその変容 143 
5-4 まとめと考察 147 
5 1 分析の目的
これまでの分析では、 1¥現単語の結合ノマター ンを泊して、 ，没，1プnセスにおける楽の嵐山手他
射してきた。第3=:完における、出現単語の統，1-的分析やJょに、第 IJ;:;では、説，，1i体の内Ifn的な










きると J7えられる。つまり、初期案から実施実に?る、 4 つのI~~uf プロセスの段階ごとに、イン
デックス相九の結合関係を比較分析することによ って、京の以1m にfI'ぅ、 u)t~1 忠与の全体像の変
容を捉え得ると4えるe
139 




2) (凶5分析の方法2 5 
絡会関係のあるインデッヲス剣
8JO - c7 
AJO - A8 
A8 - PU 
P14 - 828 
AJ6 - 828 
c2 - A2S 
A25 - 828 
828 - c2 
828 喧 A16
C8-C2 
c2 - 8J3 
8J3 - c7 
c7 - A16 
C2 - C3 
A16 - c3 
c3 - 83J 





? ?払であるこ Jーが叩ましL、。そこで本論では、分析の子段として多次元尺度法 (Multidimensional
14 MDS)・l手保川した。多次元尺度法を適用したllJ!rlは次の辿りである。Scaling 








関係が({イI4 る j立政 (私介度数)であり、第 4":支の分析でJ1J~、た結合似!の中から結合度数を集計
分析の手順
4・ることによ勺てi!)る。
2 2 5 










• .①. • • • • 
...........ぞ~-・一.一……….一….一.
1事以:え尺l笠'wと 1;1.、例えば、地問 i のA 点と B点の直線~貨は、地図と物kを舟いて容易に知ることができるガ、逆
γ、^ l(井 nuの銀i"が分か弓ている総合、その経緯によって各点のt<r.債を示す地閣を作成する方法ー である。Kruskal，











プロット関によると、士対象語 B に合まれるインデックス(J.、 i にあ 3 象限、 ~ir話 。
に合まれるインデックスは第 l象限に、民間伐 (F ) に合まれるインデックスは、あ 2 故~Rに IH
化し、さらに主対象語 (B¥と試行話 。に合まれるインデックスの Il1が削~1.に対側関係にあ
る つまり、 L対象諸 (B 、試行品 (0)、民間~:~ (ド)の持分別に合まれるインデック λの例化
は、問分知に合まれるインデックスが相互に明献な結合情.it.をl，~ ちながら1'1然771百に現れている




a訓抑洲1川|リjされる。従属対象語 (A)と評価語 (E)に合まれるイン戸ック λは、トもに駅。川、く分。』し、品々
な分煩に合まれるインデックスと結合関係を小すこ土手ぶしている4これらの分組に含まれるtj1
Jが、自然7:dの中で様々な属性の単JEと結合しなから:11mしており、i則的iな結合構i誌を持たな





























0. 3 .A15 .07 























日 展開Q (F) 
多吹JしJ"J主解析の解析軌呆に基き、自然言語の内容に品も適合する牢1mI二の布院を探すために、
プロット似|投ひλトレス1(i(適合度指膿〉・1の検Jをfr~'，字削の次JC数の最適解を 2 次元とし











Cl A7 .825 
A6_・ 口
- n~ 019 85 • 




-815 c • Fl 928 --・0雪61 823 613 .933 ・.
コ 84








k り ~tjぬ，."の次 Jl.敏司~ìたにするの次元数が3 であれば、:ru.的に、 2 であれば‘ド刷がJに.(þiJfすることをy:、味する。
-1 。
142 143 
~5 J.'[ インデックスの絡会関係の全体像とその変容 ~5 窓 インデックスの絡会関係の全体像とその変容
0試fj;士; 0展開烹
プロット閣によると、主対象語 B に合まれるインヂックスは、 i:.にあ4象限で、また試行







I;t (C) に合まれるインデックスがねJ Tï.に明作な結合情.itを持らながら I~1然パ刊行に現れているこ
とを不しているとJ5・えられ、同時にこれらのインデックスか、他の分Mに合まれるインデック λ
と{Mりなく結合していることを示していることが号えられる(I刈6 ，1) 
プ口ット闘によると、 j;対象話 (B)に含まれるインデックスは、第.1 '<R~.艮及び第 4 象限で、ま
た日価~f} (E)に1rまれるインデックスは、第2象限でr，y化傾向をIJ、し、かつ両群が対極関係に
あるの ζのような、下対象~ff s &び評価~lf E の各分額に合まれるインデックスの群化は、
li ，J分頓に合まれるインデ ・ソクスか相ll~に明確な結合情A与を持ちながら n然，:"百に現れていること

































































































































































































































































C8. ， .016 ，A7 
U ~価鴎 (E)
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~5w インデックスの結合関係の全体像とその変容 $fl5f} インデックスの結合関係の全体像とその変容
。実施主
プロットドlを慨減すると、従属対象語 A に合まれるJ ンデックスは、全体に/1:.く分散し、か
っ第 1~!限及び第 ，1 .~!限に併化が見られる 五対象詑 B に含まれるインデックスは、 主に第
，) ~虫限で、また試行ll!i(())に合まれるインデックスは、第2象限で明瞭な昨化をなしており、主
主~t[{!~t; B t-試行W ( D) に含まれるインデッ クスの群が11111 に t-t~関係にある 3 これは、同分
却に~\まれるインデックスが制 11 に明確な結合構造を持ちながら n然，:"合に現れーかつ両分類に
合まれるイノデ yクスに合まれる l七百が、Ij_いに独立したt1Jti:f思々として機能していることが推
iJlIJぷれる 3 また、 状態"己主s"I}(C)や評価語 (E)に合まれるインデックスは幅広く分布し、様々
な分野lに合まれるイン戸ックスと結合関係を示すことをみしている。これらの分知に合まれる単
品か、1'.1然 ;;;}!?の'1 1 で・蝶々なJ~t'Lの I世話と結合しながら出現しており、 IリJ615な結合構造を持たな
い乙とを心している 以JìfJ，d~ (F)に含まれるインデッ クスのlりi臨な昨化は、実胞案に特異に見
られるm訟であり、 1)~lmÍJ:~ (F)に合まれるインデックスカ斗日立にりl敵・な結合捕造を持ちながら




















に、，iA:行来を除く全ての案で、主対象語 (B) とDÁfr"t~ (1))の向nのM化傾向や位情関係の変容
が見られないという現象は、主対象語 (B)と。式行ωft( 0 ) に合まれる月九，Eが、結合関係の)J:.l~.つ
まり設計思考の展開の基準あるいは発起点となるs没..1 対 (~1えび説..I ~J 為として機能しているこ と
も推測可能である。 ただし例外として、誠行楽では、 utl:~I.n (0)に合まれるインデックスか/1:
く分術する傾向にあり、この段階では、試行品 (D)に合まれるイ ンデックスが保々な分頬に合
まれるインデックスと結合関係を示すことをぶしている。つまり試1J~長では、，，3t，， 1n l.~がIì然. • 
諸によって積極的に表明されている段階であり、従ってこの段断では、.北JI.f J'1るが様々な~)t.;1A!J， 
J5・の属性と結合しつつ、設計思考全体が出閲しているとと捺するこ止ができるの
















. 主対象績 (8) I 













86・ ~5 "A12 
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品 (13)と試行Jh( D ) は、ぷ。， 1 プロセス全般において、 Ilr~ln村l可.に弱し、対応関係であることが認
められ、同時にそのI，LHl'fiよ、品川思J5・の展開の発起点となる設計対象及び設計行為の機能を果た
していることがJ5・務されたまた、設計プロセス全般において群化しにくく、広範聞に分布する
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6 -1 設計思考そ表象する自然言語
第 2 ~では、 スケッチから凶像的な変容を解必することによって、 .;$t "Iプロセス令休の流れヂ
4つの案に区分し、東の転換期において継水された忠屯ーや、廃臭されたアイデアを頬紺するこ Jー




















() 1=対象jl"f( 13) と従以来J~，d~ (A)に合まれるインデックスは、ほぼ同じ属性の中高によって構





λウッチでよ現された. も.1 来J~との聞に強い対応凶係が仔イEすると考えることができる。 さらに、
これらの分類に合まれるイ ンデックスが示す設日|対象は、スケッチに表出しやすい槻念であると





















が豊富に使用されている単語は、それらを合む多柿のインデックスか、 I/~III 内容を n然 eibfて'"k_
現する際、ぬいnIfJ度を有する属性であることが分かる

























期実での校計対象を'1:み1Mす行為を継続している -fiで、 ø~lJ~対 f~をLj・み ti\す行為と並行して、
投JH.J(~~ 価{位十j け、，r~悦したり保持したりする選別的思4か働いている段情であることが分か








'，UÚ1:定では、ほ ~/v (Jの 111，;rfの1¥現傾向が、定常的な.1¥'/))0傾向または全く助加傾向を示さない。
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シ p ンが次世でめんう 。 I ~たるファサ・トはI11に的iするべきであろう
と巧えている..1. J; /J、つ 敷地の内{Jjlll~ メイノの道路であるところの、




































































えているのそれは恐らく外4却をまずいったんある程度ダイ j ~ッ ク収
形状で術成して、その外織の計l珂から生まれる線分によって}I¥策のm
慾ぞ締め上げていくというか、織成していくということがJうえられる
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[ 1 -，12] 
続けてい ・川 ]の'ffに)，~づいたスタディ 4をするのニュートラルな34聞
の小に f'?滋司・る Jf~ 1ß1~.:完全伐スフィア、 ;131#としてみたい。と同時
にJ~f!.l I '. gßに引っ川かる f次的f，ìボリュームの~聞を逆に術円Eまにし
てみてはどうどろうか.ファサードのスケvチで示すe透明感を現実



























い 14 _ でHc~拭のLt民不織の形態と、それを支慢する割程能官官分を包








































































r 13H 1 
[1 19 






































能だんう という ，.~.I.'.\にたって jlJそ舟人する。
1・.t7)
1 ・ 46 1 そよりお納にE占めてみる。- 1I }l JtJをh~す支慢üJ!望郷門が少
しずれたかたりでδ;仰jにな~H~ してくる。 その外l烹の flJ弧状の線分を耳Z
(IIJのか.さit'i!1 ご j.~鈍してみる. そう -.Jるこ と によ って、敷地全体におけ
る砲事Eを含むÏ'JIt動性~:生み出すよう抗こ とが"1能ではないか。霊E地が
曲線の折れ曲がったt奇妙なft;そしてL、るので、その黛ff'な形状をE滋





















三 (I J}tλから jlj度シップ・シェイブに戻る。 λ:~ぷ場は盟主地'?:tもから見




















































































































[ 1 -56J 
[ (・57]




















































































































































































1 ~ 78 
番手考資料
1-80 


























































































































なる 鍬1ti:tAのヴAイt'~IIU -0l収り>.1く 俊Ii~g'j.を摘成する要素が 4つ、
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r. 1 1 J 
参考資斜 参考資斜
1-2) [l 5 
これまでの俗み質ねてきたプロセス*..卜レースしながら 参ーに柔らか 引き続き同織のプランニングを続行する。ここではもう少しディメン
さを鉱大し、強調するようなかたちで硲認する。 ションを葱滋しながら具体的な利用方法に添って、エレメントのハ
柔らかく :不定形の、 L、勺てみれば軟体動物の滋版、表皮のような空間 レーションというかアウラのようなものをできるたけ迩がさないよう F . 
に、お互いがそれを障害することのない、言ってみれば非情成約な 1・‘のイメーヅそ扮円形の銀全'}O).舗のはな線で表す. ， 
その小に常釦Ijt'lミ袋、間際会~.t.ai;摘み負わるような形のかなり大き ニュアンス手とどめるように後配しながら各今のエレメントを配慨し
t，{術円形、情円筒伐のか術IJ.ij('のかイメーノは定かではないが、そ つつ、プランニノグを進める。領峻の表皮を示す線分がそのまま人前
うい ・刈・形可申がその J~らかい線分から少しはみ出た形で軽くからんで 取締からの流動性を受けるようなニュアンスを傷めるように釣める。
いる. '}J務総門 l;t積地内側に品，J;t 司 てil~ir:している。これも一つのエ ニュアンスという可業はここでは非常に事要fごと思う。ニュアンスと
レメ ンIC-してb叩りコ ンノfクトに，まとめようというふうに考えてい しての線分がそのまま東方向から一極の人の流れを形づくり、その;a
る。イfの)jのスケッチはその .勺の火さなスペースそ含むヴォリュー りに{也i賢官るレストランが河川iの風景に面することになる。このス
=ームそピットの係収!診でλケ lゾ1したものである。もうーつは頭でっか ケッチでは微々なエレメントそのものが内部における領域というふう
られ、タ Jのよ Jれl杉のものである。何か不安な、柔らかくて成仏的 に窓;設し初めており、非常に大きな、柔らかくくられた傾峻の中で、
でない、情J&的でI.~いml.i .:.ζ で月えているn [U-2] もうーつの領峨が白らのファンクションを切り取っていくというイ [1 5 J 
メーツがある。この段断で、各ゐのエレメント問の余肉、隙間合キー
[ 1・，11 プしようと必えて続けている。その余白または隙聞を、予測できない
[ 1-2 J {i~ 党J従させる。 人民.;l'~のブロポーメヨノヂまず決めて、そ 4議hな行為を受け入れる ー種の容6iのような不定形の~，問、いねば締
の火11~，i;J.l.li7t IJ止のよう伏先及、未らかし、皮のような申書拐の締内に 4私的な4~.h'H磁性を{i}びる、そのような空間として位置骨づけてb 、く。そ





tWSOFRB I1 弘Pー ---- ・4唖l4ご-一品VFB ラによって、市聞のt1/.s.?:色付けていこ〉とする。アウラの震なりが 建築的処置が可能かということをここで試みようとしている。所ー袋持あ司てもいいD .r.レメ ント1・，1.1:の&'1'般が聞けばアウラの及ぼす力はも 本、特に細い節度について基本的に要求される寸法、デメンション、
ろみん弱.まるが、 .r.レメ ントが近づけばその7ウラの強度によってお 面積t浮今をチェックしつつ各唱の要素が柔らかい領員長の中でどの符度
ないのfJがJI(/，. り合う ~ß分も 11:てくるのでは紅いか。領岐をエレメン |ぬ ;RAJpf のボリュームを占めるかをここで倹討する。下のスケッチには各4のトのアウラ、もっと行う絞ら(.il徒動あるいは筏動といったものをイ 領域が，1，イiする面積を表記する。
メーヅ して不定形もしくはイ~!i.記伐ブランニングをいくつか鼠みる。
先flの :/1両情l'見の踊で，かちの1診惣のヴtリュームのあるエレメント、
f VF| [1-71 これは領i或から千分，;t;:パ1:ているが、この配慣と形状は依然として それぞれの筏能が占有する面積のポフショニング、大きさ、ポリ'1-
フTサードi.Q.:怒しn、る。偽に1;IJか)てノンボリックな形態を意滋 . .-ぜ~ ~ . ム、仏がりて予を氾録できた段隣で、それぞれの位鐙関係をもう少しJ'~
しているがしかしたがら決して御成的ではないの大展示場の長手応「向 [ n -3 ] 的!瓦をキープするよう努めながら定めようとする。このように民体的 r 1 6 J 
にへばりついて ・断と 凶分ス7 ップアップした非常に大きなフロア な而舗の8指定や、プログラムを具体的に平面肉に変換廿る作業は、プ
があり、そのJj、いフUアに.rレメントが絡み付いている。縫やが務室 ランーングそのものの自由度を奪われることになりかねなし、。そのよ
t早々 のフ yグメ 'トはこの'1'に+1.:6¥)ているのそれぞれが全く内在に うな 'JH~を可能なかぎり避けるように注窓しながら、柔らかいプフン
その{也術そ決定し似るようはものとしてとえている。 ーングをハードなストラクチャー とハードな機能的要素の配分と給与L
のなかで展開できるか、その可能性を追及しようとする。特にこのぬ
[ 1・4j 合に需要な KEYになってくるのが、エレメントとして人きなもの、J!P
;('・1:向情的I.('!-， <. ヴクそした Lで、そのイ'~:.eJ~t.(領校、それを海ある ち人きな効果を及lますエレメントである。ここでは機能というよりも
いはJI<~省主 I:.(i池と呼んでもよb、が、どららにしても流体的な、 fこま 妨慢という"穫をJfJいたい。
たま一瞬このJlH.:とどめた.1:うな、そうい η た変化のoJ能性を泌める それをエレメントの余波と表現しでもよいたろうが、そのt.jな効災
ょうだ倣t乗を佐え:しようとする。 もしくは余械が及lます領域の大きさやhはエレメントの大きさに比例
プログラムによる伯im，与の制約に注慈しつつ、その鎖岐を定者しよう 『 守るたろうという単純な♂笑をaz援しながら、要素の位置関係をここ4同・ ・・" .・・
と以みる。傾i>k.の小にかたりJj、いフロアが飯状に爽耐に走る。これに で織力定めようとしている。特に間際会議場と常設展示場を-:tむポ








ムに配併することがnfitである。この段階ではプラットホームそのも えており、かなりシンボリックな要素である。 z 
のが人l!I，ðd~の I~ 'f.)j1;')にピッタりと銀統していて、大展示品号の付属 ~Jl覚的に浮滋しているようなエレメントとして領域の中に位;r.づける，








































































ウムである。[[1 14 1 以降で、引き続き苧面~-jl'曲lの検討を行う。(Il・
1l]-lU・13]に基づいて坐じたいくつかの間題をここで解決しよ
うと試みる。その一つは有織的な空間が占めるスペースが少キプログ























































プのように~k り :B したか，.むぜ愉円j杉のj\がJ~般に聞いていることに
なる。 そのJ~UW I:'Jか )"C f r.1Iのロビー 1110から、長.k.なエスカレー
ターがトケ1 してくる~cl-f，~ る" t.l )てこの工スカレーターは箆にl句
かつて辺倒flJSI{ の!吹 1! 1手はめながら、肉際会.A~倍へ人を導くことにな
る。この時点で、}，.JJ長IJ'.I，LIのぬめて人き伐w形のボックス状の空間、
t布施伐のためのタワーtJ.:の明f1U、」立川両門j{tの閃際会政織と常設展示崎









































? ? ? ? ? ?
[ n. 16) 
[m-3] 



































































もう一つリニア ~r~':Oがこ ζで新たに任主れる ! そのを聞を名弥とし
てホワイエもしくはυピー 、うウンヅなどどのようなかたちで表現し
てもよいが、そのltkな?1!tlO、人民不J.:.lと[，;]じ侃を符つ長人な空間を、


































? ? ???， ???7 [m 
rl1・7







定的、微減的1，(アイ戸アのニλ アン^ "lを側めたい。 γ向肉において、
北側から会1・1ヘ人JJ~ /J'刷、 細I~ 、リ fな部分、これは商談宅および人
展示喝のための H閣かtlU手~むkさ切mの4i;状のマ聞である。加えて




のf伶、命Tつ~tlUという I ~ ~、んが的号外ていると.\!，\うのその左端、南西の
コーす一部分にタワ i)<!，'， ，'"することに伐る。
中~とより(ï湾りにn~際会高崎止7i':JQ:JJ提示地守合む内総状のタワーが{す






























































L邑fI'J f，，:~白を坐みHI寸ための F偏zy. nuとしての~;形が、東西一方向の線
分によって必っ :つに切り取られるkうな予懸がある.その北側に絵
終的I~処されるであろう余剰の守聞が、形態でははくある忍味では愈































[ 11 ' 15J 
[1I1・13) で'J.~泳場にダイアク'ラム的江総合が現れたわけたが、).t'4>-I't'，)
に危民的ftプ F ノニ:グに陥る恐れがある。従って 川一13J以前の
プうンニ ノグにJλってみる。 lこのすml閃にあるように、タワー、 i佐川
針{、妹、人NtNとい.)たものが忽徴的む意味合い苓・もらながら、人合
~\.(.レメント主して犯む現れている. 管理、会A、 1f t 支媛部門:IU包







り4':1'<りにもm終的もしくはホリ 1 J、的であるというJ1J!lRで、 この
めmのべ- ..... ヴクなダイアグう J、的側þl(:か らは.(~1外占ざるを4呼ないの
その沙問S症が内ffiIへと介入する.:.ム;よ》てI!l}Hlされる、中央がl:d 
H凶H しIた4領b鈍を空!問l山日 1.ム勅鍛の耳寧~I耐任J必~I向句の4彬事申勅hをf悠l::tl中，させることによ ，つ3て
































II -21 1 





ラム的俗、ドrllj~t [1曲lは、 (")1)、 Jド常に大~tr n UIを開示させると同時に逆

























































































!I 26 1 の作 !t':1~・続行するn )"，1.ごに tレメノタル松之え方を除てきれ
ずにいる T レメノ IU 二の段似において決:.i.:的に ..;._~内的である。こ
の段階で八、八 、八止いう t勺のレイヤ による、発:ffiそのものに機
本的141E兇~，加える- ~ ~_;・， 1 り将i<町議したいのこれは rm 23 )、 I
rn 24 の作:凶穏において6lí'~δ t lt，・ -c であるの つのレイヤーが具












組から~þ/~ ，よみ H~すとい H，\~帯もたら廿ょうである。そのようなエ
レメント仰がファ lサー 1:においてどの，lうに-k:llするかすI而図に儲く。
40 







































[UI 31 1 
L字句のセクションを怖く。 加えて立商スタディをする。 人民/J三場つま































ント Ii:加えた介~I 内つのふレメ ントに終られてくる。
11 n 
その円つのふレメ トが八、八 、八 tトb、う IjlXiW L7~ダイアグラム
に主義んでくるとい〉λケ 11である。恐らくその絡み方がある絡の}!
















I ul 14 J、r11 15 1、I11 16 1 
レストランについては、 情1&的人{‘lL、えだに効来的なアイデアが見つ
から伐いo 11 n 1、[11 14 1においてレストランおよびもうーつ
のエレメントとダイ/グラムが絡み合〉摘成の -f唱の道πさ、ダイナ
ミズムそ検討する。?fi， :.釈に~J立と tc く JJUtt:こ、終り返しの形態によ
る労it立の開発の!1'訟をこ ζで試みる。ンソブ・ソ工イプを僚に倒し、

























































































て常設}J長 IJ'舗のホワイエ、 J;>I:. ひ:{l~際会議栂へのアプローチのための




るというこt- I:-~tが4・j く .そのーとは恐らく 八 の7R聞の肉llm:を芯
ドそぐよ jI.~ ~袋行 11・ ~!;íぴる . tιれるた/)')0 八 ?問のIr有に他依





















I 1l 46 
八、八 、 ~^- IJ昼間する 1"明の・t: クシ n ンを怜つ、 シンプルなダイア
77ム的情h!c.のlHをのAのgs分のプランニングにおける具体的なス
ケールとt骨造'U;，上ひ:，.f r ル亭・スタディする。 ス，-1:ンを9Mx 6Mと
して、 ~H階段、エレベータ-:'1;納めるためのをHflとディテールを






























































L ILI 491 ・・圃圃圃幽-----，
[UJ 50 












のレストランというイメ ノ手続mし紙1]る。 Ijt純な L'7-型形状の全
体にそのガラス小ック λがィ、交にド仲附しているような織成を考える。
11 62 












[ 1lI -61 
午前l的な24めを11)。それぞれの‘fIfn的な伶:i7t関係は、ほとんどこれ
までと納治ない。令官II門の I(O f!1苓 ~Sしながらそれぞれのスペースを




小~/T-、場{よ、n子 14 ちm のI'J f.'ií 1診で、 ;J軍人gßは 八 の空間における納長
く切り取られた余1'1のか問、もしくは八と八 の隙問、 狭間の空間に
i\'l 11~1 る。 J アの{\'l 紛をも 1 中央寄り とする。




ヴォイ tれ八 のか~II目の中~にt町内mのプリヴフも しくはバルコニー
を匁ける かえて収幼鈎門およひコアである。肉際会必喝である術円














































I 11 70) 
側面のスケッチである。 A、A一、 AのL*型の情成を緩めて明快にみ






































I (V 87 
同じく外rls的な半年ゾーンのスタディを絞ける。
r IV H8) 
アイソメトリックである。少々'fI.なった案を検討する。八、八一、 A2、












[ rv -B2] 
[ rv -B3) 
[ rv -B4] 
[ IV -67] 































[ rv -619] 
そのダイアグラムの中の一つを取り出して検討する。



























































{し ト昨-ll~ . ..
_..II_J--ー 、旬、σ r rv 31 
もともとシステムの外錦に位置することを前提出こしていた常設反;J-~、
国際会議嶋、小島長示~のデザインをここで展開する。この段階におい










































L 、，てみれば 八から八2?=-1 に引き~)がすこc!- I' よって生まれる水干の
，!a~火の'1' :促1111111 と、 j gilからカット司る，1.うな、もしくは中央を貫通
司る1:)収録終的なfイヂアとしての 2^ のかIUをifd守したアイデア
である。 このアイデアは、~初のシノ jJレ収ダイ Yクヲムをキープす
るという前総から、すti，わち単純t1からOb、‘さを持たせるという方法
のiiH~からリると少今過剰れ処揮であるということが見受けられる。
IV fI)、rIV c 7) 
吋初からダイアグラム的情Txu.の外郎にありた小反小崎、国際会議泌、
?抗生)J~;I~~(J){&~、γλ心する。'1' 00の，tHkffil分にこれらの大きな徴能
的なゾ '/ /;1懐中しており、それらをすべて Jンノfクトにまとめると













































. _~ J.r-， f需τ~y
tシ /Fv-
ム 「
[ IV -8) 
一 ・4喧ーニ~信事Z三ニ::- -:.・
-r-'II~- ... 
一-4=-L上進さJi. . . -:






























M悶を合む 2^ の11II!sにおいて働総のダイ) ~ ズムをIrみ:tlすための










これ t で民側し Cさた、JrLに近い、それ~.・4私めて節約した、j 法がここ


















M'J'~品J，j ， lひその付属~lj~1!'fによる八、'I 'IIUの亦く?tられたところの
八1 (ζ411よ小IÆ~l品の riijのホワイエとぬめとスムースな形で辿統す




















































l [V 24 




r rv 271 
